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開催】

1.　COVID-19罹患後に多彩な精神症状を呈した
解離性障害に関しての一考察
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現在新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の
パンデミックの只中にあり，中には罹患後症状を訴
える患者もいる。COVID-19罹患後に精神症状をき
たした小児の一例を経験したため報告する。
症例は 12歳女児，小学校 5年生の時に陰口を言

われ抜毛していた時期があるが，中学校入学後は安
定して学校に登校していた。X年 7月 26日に母親
が COVID-19に罹患し，本人も罹患したと見なされ
母親と同室で自宅療養し，父や兄らは自宅内隔離状
態で過ごしていた。8月 1日に登校したところ同日
深夜に急な意識障害，精神運動興奮，幻覚妄想を呈
したため脳炎を疑われ A病院小児科に入院し，ス
テロイドパルス療法を行われた。その後精神症状は
改善するも 8月 20日の退院の際に大声で啼泣し興
奮する様子が認められ，帰宅以降，同日より自宅で
は失立・失歩，不眠，精神運動興奮状態などが繰り
返されたことから，8月 21日に再入院し，その際
短時間の間に興奮状態と無反応の時間が繰り返され
た。8月 23日より免疫グロブリン療法が開始され，
症状は寛解した。退院し 9月 9日に学校に登校する
も 9月 21日頃から入眠困難が出現し，9月 22日に
学校を早退，翌日夜中に窓ガラスを開けて飛び出そ
うとする，家の障子を破るなどの異常行動があり救
急要請し，同日小児科に入院するも脳炎は否定的と
され，退院後，10月 20日に当院を紹介され受診した。
その後も登校を再開すると幻覚，興奮などの精神症
状が再燃した。
本症例では解離性障害や急性一過性精神病性障害
について鑑別を要したため，考察を交えて報告する。
本発表は福島県立医科大学の倫理規定に基づき，個
人情報の保護に留意し，倫理的配慮を行った。

2.　 Down症に合併した認知症の臨床的特徴と課
題に関する検討
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【背景】
先天性心疾患や先天性消化器疾患等の合併症治療
の成績が向上し， 近年飛躍的に平均寿命が延びた
Down症患者の老化や認知症による認知機能低下，
ADL低下に遭遇する機会が増加している。しかし，
診断，評価，及び治療，福祉の介入は未だ確立して
おらず，近年，これらの課題への関心が高まってい
る。特に，Down症はその遺伝学的背景により健常
者と比較して早期からアルツハイマー病（AD）様
の神経病理学的変化を示すことが確認されており，
病態生理，臨床の両面から注目されている。今回，
最重度知的障害を伴う Down症に生じた認知症の例
を経験したため，その評価や介入において生じた課
題に考察を加え報告する。
【症例】
60歳男性。生来，Down症，最重度知的障害と診
断され，言語発達は一語文，兄と同居し施設へ通所
しながら生活していた。しかし，56歳頃より，健
忘を疑わせる様な行動や ADLの低下，アパシーが
出現，同年に認知症として診断，治療が開始となっ
た。その後，58歳より運動症状や摂食機能の低下
が見られ，適宜，福祉サービスの見直しなどの環境
調整を要した。
【考察】
Down症の背景がある患者において，初老期に認
知症の合併を認めたが，非典型的な症状の表出や，
一般的な検査が困難であったことから診断に難渋
し，また評価の困難さから，病状の進行に合わせた
治療，福祉の導入においても，通常の ADとは異な
る注意を要した。本報告では，これら認知症の進行
に伴い経時的に生じた課題に対し，Down症あるい
は知的障害に伴う認知症の臨床的特徴，及び介入に
対する文献的考察を加え報告する。本発表は福島県
立医科大学の倫理規定に基づき，本人の意思決定の
代理者である保護者にインフォームドコンセントを
得てプライバシーに関する守秘義務を遵守し，匿名
性の保持に十分配慮した。




